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１．研究計画の概要 
 本研究では、植物が乾燥環境適応戦略とし
て獲得した根の水分屈性を制御する分子の
同定と機能解析を行い、それら分子のネット
ワーク機構を明らかにし、これまでに未知で
あった水分勾配感受とそのシグナル伝達に
関するモデルを構築することを目的として
いる。そのために本研究では、これまでに同
定した水分屈性に必須且つ特異的な制御分
子である MIZ1 の機能とともに、MIZ2 が支配
する水分屈性に特異的な小胞輸送系を明ら
かにする研究を行っている。また、miz1 およ
び miz2 に加えて、これまでに単離することに
成功した水分屈性欠損突然変異体 miz3 の変
異原因遺伝子の同定を行うとともに、新規の
水分屈性突然変異体を単離し、それらの変異
原因遺伝子を同定し、それらがコードするタ
ンパク質の機能を明らかにするための研究
を行っている。さらに、これら水分屈性制御
分子間の関係を解析することによって、根が
水分勾配を感受して伸長方向を決定するま
での分子機構の全体像を明らかにするため
の基盤研究を行っている。 
 
２．研究の進捗状況 
 MIZ1遺伝子に関して、MIZ1-GFP融合タンパク

質を発現するシロイヌナズナ形質転換植物体の

作出を行い、miz1変異を相補する系統を得た。こ

れを用いMIZ1-GFP融合タンパク質の発現部位

および細胞内局在を解析した結果、根において

MIZ1-GFPは水分屈性に必須の役割を果たすと

考えられるコルメラ細胞とその周縁部、ならびに

屈曲部位の皮層細胞の細胞質に存在することが

明らかになった。MIZ1のこれら環境刺激に対す

る応答を解析したところ、MIZ1の局在は水分

屈性発現時に変化しなかった。一方、暗所芽

生えでは、根冠におけるMIZ1の消失がみられ

た。この根冠における局在は暗所芽生えに水

分勾配刺激を与えても変動しなかったが、光

形態形成を誘導する白色光、青色光を照射す

ることで、みられるようになった。さらに、

光が水分屈性に与える影響を解析したところ

、水分屈性は暗所で顕著に抑制された。以上

の結果から、水分屈性が光制御を受け、それ

をMIZ1が担うことが明らかになった。 
 MIZ1の機能解明を進めるために、MIZ1過剰

発現系統を作出して、その表現型を解析した結

果、MIZ1遺伝子発現レベルの改変により水分屈

性能が亢進されることがわかった。また、miz1

突然変異体の水分屈性を回復させる、miz1抑

圧突然変異体 (miz1-supressor; mzp)候補系

統を得た。 

 ヒメツリガネゴケに見いだされるMIZ1相同遺伝

子 (PpMILs) の解析を行ない、それらのノックア

ウト個体の作出に成功した。さらに各PpMILsを導

入したシロイヌナズナmiz1変異を作出した。 
 GNOM/MIZ2の動態をGFP融合タンパク質およ

び膜染色マーカーを用いて解析したところ、

gnommiz2は正常な小胞形成機能を有すること

が示唆された。さらに、GNOMが制御する小胞

輸送により細胞内局在が制御されるPIN1の局

在をmiz2において解析したところ、野生型と

miz2とで差異がみられなかったことから、

gnommiz2はPIN1の局在を担う小胞輸送系を正
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常に制御することがわかった。また、GNOMが

制御する水分屈性制御系に機能する分子を分

子遺伝学的に同定するため、miz2抑圧突然変

異体の単離を試み、抑圧突然変異体を得るこ

とに成功した。 

 新たな水分屈性制御分子の同定を目指し、水

分屈性欠損突然変異体miz3の変異原因遺伝子

の同定を試みた結果、miz3はmiz1と比べて水

分屈性の欠損程度が弱い変異体であり、miz3

がmiz1のアリル変異体であること、MIZ1のORF

中に2か所の塩基置換が存在することを見出

した。 
  
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 上述のように、計画した主な項目について
は概ね順調に研究が進んでおり、それらによ
って得られた知見を基盤にした研究をさら
に進めることで、水分屈性の分子機構を解明
できるだけでなく、それを応用した根の成長
制御法の開発にもつながる成果を得ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度は本研究の最終年度にあたる
ことから、これまでの研究で得た知見・ツー
ルを用いて、MIZ1 および MIZ2 の機能解析を
進めて水分屈性の分子機構に関するモデル
を構築するとともに、これらの分子機構の自
然界における役割を理解し、乾燥環境下での
生態系マネージメントあるいは効率的な植
物生産のための根の成長制御法の開発に寄
与する基盤研究を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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